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―自衛官との団結は職場の団結から始まる―

●
新
自
由
主
義
を
終
わ
ら
せ
る
本
格
的

闘
い
は
こ
れ
か
ら
だ

安
倍
「
国
葬
」
を
粉
砕
し
た
日
本
階
級
闘

争
の
衝
撃
が
全
世
界
を
駆
け
巡
り
、
労
働
者

民
衆
の
新
た
な
決
起
を
生
み
だ
し
て
い
ま
す
。

支
持
率
急
落
、
歴
史
的
な
円
安
と
世
界
的
イ

ン
フ
レ
に
あ
え
ぐ
日
帝
岸
田
政
権
・
資
本
家

階
級
に
対
す
る
労
働
者
階
級
の
生
き
抜
く
た

め
の
本
格
的
闘
い
は
い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
で

す
。
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
る
が
故
に
、
中
国
・

北
朝
鮮
脅
威
が
声
高
に
叫
ば
れ
、
防
衛
費
の

大
増
額
や
「
反
撃
能
力
（
敵
基
地
攻
撃
能
力
）」

の
保
持
・
強
化
を

焦
点
と
し
た
「
安

保
３
文
書
」
の
改

定
を
め
ぐ
り
与
党

の
協
議
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

●
大
軍
拡
と
弾
圧
強
化
の
岸
田
政
権
を

打
倒
し
よ
う

防
衛
省
が
発
表
し
た
23
年
度
予
算
の
概
算

要
求
は
過
去
最
大
の
５
兆
５
９
４
７
億
円
で

あ
り
、
５
年
間
で
総
額
40
兆
円
越
え
で
す
。

そ
れ
は
労
働
者
民
衆
の
生
活
を
破
壊
し
、
同

時
に
自
衛
隊
の
戦
闘
能
力
の
質
的
・
原
理
的

転
換
を
も
一
気
に
進
め
る
も
の
で
す
。
さ
ら

に
、
同
概
算
要
求
に
は
「
防
衛
産
業
強
化
基

金
」
が
初
め
て
も
り
込
ま
れ
、
外
国
政
府
と

の
交
渉
に
政
府
が
全
面
的
に
関
与
し
、
防
衛

産
業
へ
の
財
政
支
援
も
強
化
す
る
と
い
う
の

で
す
。
そ
し
て
、
先
端
の
民
生
技
術
（
Ａ
Ｉ
・

無
人
機
・
量
子
な
ど
）
を
も
防
衛
分
野
で
活

用
す
る
為
、
24
年
度
に
も
防
衛
装
備
庁
に
研

究
機
関
を
新
設
す
る
方
針
で
す
。
ま
さ
に
中

国
や
北
朝
鮮
に
対
す
る
侵
略
戦
争
を
可
能
と

す
る
軍
事
力
強
化
で
あ
り
、
絶
対
に
許
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
も
、
９
月
20
日
に
は
「
土
地
利
用
規

制
法
」
が
全
面
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
自
衛
隊
や
在
日
米
軍
基
地
、
国
境
近
く
の

離
島
、
原
発
、
空
港
や
港
湾
な
ど
の
重
要
イ

ン
フ
ラ
と
い
っ
た
「
安
全
保
障
上
の
観
点
か

ら
重
要
な
場
所
」
の
周
囲
１
㌔
メ
ー
ト
ル
を

「
注
視
区
域
」
に
指
定
し
、
そ
の
区
域
内
の

住
民
を
監
視
・
調
査
し
、
政
府
の
判
断
で
土

地
利
用
停
止
を
命
令
し
、
従
わ
な
け
れ
ば
刑

事
罰
ま
で
科
す
と
い
う
、
ま
さ
に
反
戦
・
反

基
地
闘
争
弾
圧
の
治
安
法
で
す
。
そ
の
矛
先

は
南
西
諸
島
や
沖
縄
の
反
戦
・
反
基
地
闘
争

に
向
け
ら
れ
て
お
り
、
粉
砕
あ
る
の
み
で
す
。

●
「
自
衛
隊
解
体
・
兵
士
獲
得
」
の
闘

い
を
推
し
進
め
よ
う

そ
う
し
た
最
中
、
元
女
性
自
衛
官
の
五
ノ

井
里
奈
さ
ん
（
23
）
が
在
職
中
に
男
性
隊
員

か
ら
性
暴
力
を
受
け
た
問
題
が
、
彼
女
の
公

然
た
る
決
起
に
よ
っ
て
帝
国
主
義
軍
隊
＝
自

衛
隊
の
隠
蔽
体
質
を
打
ち
砕
き
、
謝
罪
を
勝

ち
と
っ
て
い
ま
す
。
彼
女
は
「
直
接
謝
罪
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
良
か
っ
た
。
で

も
・
・
・
許
す
つ
も
り
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
」

と
キ
ッ
パ
リ
と
語
り
、
「
今
は
メ
デ
ィ
ア
で

も
取
り
上
げ
て
く
れ
る
が
、
い
ず
れ
忘
れ
ら

れ
る
。
そ
し
て
ま
た
被
害
が
生
ま
れ
、
再
び

涙
を
流
す
女
性
が
現
れ
る
。
そ
ん
な
こ
と
が

な
い
よ
う
、
根
本
的
な
改
善
を
心
か
ら
望
ん

で
い
ま
す
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が

世
界
戦
争
に
転
化
し
、

日
米
の
中
国
侵
略
戦
争

攻
撃
も
激
化
し
て
い
る

今
日
、
「
自
衛
隊
解
体
・

兵
士
獲
得
」
の
闘
い
が
増
々
焦
点
化
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
そ
の
闘
い
の
内
実
に
「
女
性
解

放
闘
争
」
を
し
っ
か
り
と
位
置
付
け
る
こ
と

が
決
定
的
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

一
切
の
階
級
的
力
を

11
・
６
の
大
爆
発
に
集

中
し
、
国
際
連
帯
の
下
、
闘
う
労
働
組
合
を

よ
み
が
え
ら
せ
、
新
自
由
主
義
を
終
わ
ら
せ

る
革
命
の
時
代
を
断
固
切
り
開
い
て
い
き
ま

し
ょ
う
！
（
10
月

20
日
記
）

巻頭言



全
学
連
・
大
行
進
の
国
葬
粉
砕
の
闘

い
は
自
民
党
＝
「
勝
共
連
合
」
と
の
一

体
化
を
暴
き
出
し
、
岸
田
政
権
を
追
い

詰
め
て
い
ま
す
。
岸
田
政
権
は
、
こ
の

闘
い
の
高
揚
に
対
し
て
、
10
月
４
日
、

１
０
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
宇
宙
空
間

を
飛
翔
し
た
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射

に
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
鳴
ら
し
中
国
脅
威
論

「
国
防
」
論
を
煽
り
、「
軍
事
費
２
倍
化
」

「
改
憲
」
で
延
命
す
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
２
０
１
５
年
「
安
保
関
連
法
」
反

対
闘
争
の
悔
し
さ
を
の
り
こ
え
、
私
た

ち
が
岸
田
政
権
を
直
接
追
い
詰
め
て
い

る
こ
と
が
実
感
で
き
る
地
平
を
遂
に
切

り
ひ
ら
き
ま
し
た
。

国
葬
の
翌
日
、
９
月

28
日
、
米
副

大
統
領
ハ
リ
ス
は
横
須
賀
米
海
軍
基
地

で
「
中
国
は
軍
事
力
と
経
済
力
を
使
っ

て
近
隣
諸
国
を
脅
し
、
お
び
え
さ
せ
て

い
る
」
と
排
外
主
義
を
あ
お
り
、
兵
士

を
鼓
舞
激
励
し
ま
し
た
。
沖
縄
・
琉
球

諸
島
の
闘
い
と
連
帯
し
首
都
圏
か
ら
反

戦
・
反
基
地
闘
争
を
復
権
し
よ
う
。
特

に
横
須
賀
闘
争
の
復
権
の
た
め
に
全
力

で
闘
お
う
！

自
衛
隊
員
と
住
民
の
犠
牲
を
前
提

に
す
る
「
統
合
エ
ア
シ
ー
バ
ト
ル

構
想
」

ア
メ
リ
カ
は
「
４
年
毎
の
国
防
見
直

し
（
Ｑ
Ｄ
Ｒ
）
」
２
０
１
０
年
版
で
中

国
の
軍
事
力
へ
の
警
戒
感
を
示
し
「
統

合
エ
ア
シ
ー
バ
ト
ル
構
想
（J

oi
n
t

a
i
r

s
ea

b
a
t
tl
e

c
o
nc
e
p
t

）
」
を
打

ち
出
し
、
さ
ら
に
、
補
強
的
に
「
海
洋

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
戦
略
」
な
ど
の
論
議
を

踏
ま
え
て
対
中
国
戦
争
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

九
州
か
ら
南
西
諸
島
を
経
て
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
カ
リ
マ
ン
タ
ン
島
ま
で
続
く

島
嶼
線
を
「
第
一
列
島
線
」
と
し
、
琉

球
諸
島
を
「Ry

u
k
y
u
s

B
a
r
r
i
er

（
琉

球
の
防
壁
）
」
と
呼
び
、
「
同
盟
国
」
と

と
も
に
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
や
対
潜
水
艦
戦
、

サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
駆
使
し
、
中
国
軍
の

艦
船
や
航
空
機
の
東
進
を
阻
止
し
て
接

近
を
阻
み
、
「
第
一
列
島
線
」
の
西
側

を
、
「N

o
M
a
n

’s
S
e
a

（
無
人
海
域
）
」

に
す
る
の
を
第
一
段
階
の
作
戦
と
し
て

い
ま
す
。

そ
の
作
戦
は
、
海
空
軍
・
電
子
戦
な

ど
の
後
ろ
盾
（O

u
t
s
i
d
e

）
に
日
米
の

地
上
発
射
ミ
サ
イ
ル
、
ロ
ケ
ッ
ト
砲
な

ど

の

精

密

打

撃

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

（I
n
s
id
e

‐O
u
t

D
e
f
e
n
s
e

）
を
構
築
す

る
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
初
期
段
階
で
は
、
沖
縄
の

米
空
軍
嘉
手
納
基
地
な
ど
は
地
理
的
に

中
国
に
近
く
、
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
を
受
け

や
す
い
「
脆
弱
」
な
位
置
に
あ
る
た
め
、

在
日
米
軍
の
主
力
で
あ
る
航
空
部
隊
は

い
っ
た
ん
分
散
退
避
す
る
こ
と
も
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。
米
中
紛
争
が
起
き
た

ら
、
ま
ず
、
最
前
線
で
戦
う
の
は
日
本

の
自
衛
隊
と
米
軍
の
残
留
し
た
海
兵
隊

で
、
１
～
２
ヶ
月
に
及
ぶ
継
戦
力
を
要

求
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
経
済
封
鎖
な
ど
に
よ
っ
て
、

長
期
戦
に
持
ち
込
み
中
国
を
疲
弊
さ
せ

る
と
い
う
戦
略
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
重
要
な
点
は
、
米
国
が
日
本

に
核
を
持
ち
込
む
こ
と
と
、
Ｅ
Ａ
Ｂ
Ｏ

な
ど
短
距
離
ミ
サ
イ
ル
を
保
有
す
る
米

陸
軍
の
展
開
を
前
提
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
空
母
な
ど
は
一
旦
グ
ア
ム
な
ど

に
退
避
し
て
１
～
２
ヶ
月
間
沖
縄
・
琉

球
諸
島
で
自
衛
隊
が
戦
う
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
こ
で
は
自
衛
隊
員
も
住
民
も

犠
牲
に
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
空
母
艦
載
機
Ｆ
‐
18
は
空

中
給
油
を
受
け
な
が
ら
長
距
離
攻
撃
を

行
い
「
懲
罰
」
と
し
て
中
国
本
土
へ
の

攻
撃
を
行
う
こ
と
を
視
野
に
い
れ
て
い

る
と
い
う
作
戦
で
す
。

米
軍
は
日
本
を
守
ら
な
い
こ
と
、
自

2

安倍国葬粉砕闘争（9月 27 日 東京・九段下）

機動隊と衝突するデモ隊

オスプレイ配備反対９・１０木更津行動

（木更津駅前から木更津駐屯地へデモ）



衛
隊
は
住
民
を
守
ら
な
い
こ
と
、
日
本

政
府
は
自
衛
隊
員
さ
え
犠
牲
に
す
る
と

い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
軍
需
産
業
の
儲
け
の
た
め

に
自
衛
隊
の
若
き
青
年
が
命
を
か
け
る

な
ど
と
い
う
無
意
味
な
こ
と
を
絶
対
に

や
め
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

連
合
の
産
報
化
を
の
り
こ
え
横
須

賀
闘
争
の
復
権
を
！

10
月
１
日
、
横
須
賀
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
公

園
で
神
奈
川
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
・
三

浦
半
島
地
区
労
セ
ン
タ
ー
主
催
で
「
原

子
力
空
母
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
横
須

賀
配
備
抗
議
！
母
港
撤
回
を
求
め
る

10
・
１
全
国
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
主
催
者
は
コ
ロ
ナ
を
口
実
に
サ
イ

レ
ン
ト
デ
モ
方
針
を
出
し
て
い
ま
し
た

が
、
４
５
０
人
以
上
が
結
集
し
、
現
場

労
働
者
の
戦
争
反
対
へ
の
怒
り
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

歴
史
的
に
は
沖
縄
返
還
闘
争
、
本
土

で
の
反
基
地
闘
争
、
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
闘

争
・
戦
車
闘
争
、
佐
世
保
、
横
須
賀
へ

の
原
子
力
潜
水
艦
入
港
反
対
闘
争
の
中

で
、
１
９
７
３
年

10
月
５
日
に
米
空

母
「
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
」
が
母
港
化
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー

（
73
～

91
）
、
イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ス

（
～

98
）
、
キ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ク
（
～

08
）
、

原
子
力
空
母
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン

（
～

15
）
、
原
子
力
空
母
ロ
ナ
ル
ド
・

レ
ー
ガ
ン
と
５
隻
に
及
ぶ
長
期
間
横
須

賀
に
居
座
っ
て
い
ま
す
。

「
母
港
化
」
に
よ
っ
て
、
米
軍
人
・

軍
属
・
家
族
の
住
宅
問
題
・
通
学
問
題
、

艦
戦
修
理
廠
の
日
米
共
同
使
用
、
基
地

内
の
日
本
人
従
業
員
の
雇
用
・
労
働
問

題
な
ど
、
日
米
安
保
、
地
位
協
定
、
環

境
破
壊
、
暴
行
事
件
な
ど
日
常
的
な
課

題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

従
来
あ
っ
た
日
教
組
の
旗
が
、
今
年

は
遂
に
登
場
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
連
合

芳
野
会
長
の
国
葬
出
席
は
、
日
教
組
本

部
が
反
戦
・
反
基
地
闘
争
か
ら
手
を
引

き
戦
争
教
育
に
加
担
す
る
こ
と
で
す
。

大
行
進
は
全
学
連
先
頭
に
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
反
対
闘
争
、
国
葬
反
対
闘
争
、
沖
縄

闘
争
を
牽
引
し
、
新
た
な
反
戦
闘
争
の

時
代
を
切
り
ひ
ら
い
て
き
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
神
奈
川
で
も
国
葬
反
対
キ
ャ

ラ
バ
ン
を
展
開
し
横
須
賀
闘
争
の
再
建

に
向
け
て
８
月
以
降
全
力
で
闘
い
抜
き

ま
し
た
。

10
月
１
日
当
日
は
、
全
学
連
を
は
じ

め
、
横
田
、
木
更
津
、
朝
霞
、
首
都
圏

の
大
行
進
の
仲
間
が
駆
け
つ
け
て
く
れ

ま
し
た
。
デ
モ
は

70
人
の
隊
列
で
太

鼓
の
リ
ズ
ム
を
市
内
に
響
か
せ
シ
ュ
プ

レ
ヒ
コ
ー
ル
で
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

実
は
集
会
参
加
者
も
「
太
鼓
は
い
い
ね
」

「
国
葬
反
対
の
大
衆
闘
争
を
や
っ
た
か

ら
た
く
さ
ん
集
ま
っ
た
ね
」
「
若
い
学

生
が
い
っ
ぱ
い
い
て
い
い
ね
」
と
う
れ

し
そ
う
に
感
想
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。

12
・
３
横
須
賀
闘
争
に
結
集
を
！

横
須
賀
で
は
、
特
に
海
上
自
衛
隊
が

侵
略
出
撃
部
隊
と
し
て
強
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
護
衛
艦
「
い
ず
も
」
「
か
が
」

は
空
母
化
さ
れ
、
Ｆ
‐
35
Ｂ
を
搭
載
し
、

新
型
潜
水
艦
「
た
い
げ
い
」
は
初
め
て

対
艦
ハ
ー
プ
ー
ン
・
ミ
サ
イ
ル
を
搭
載

し
敵
基
地
攻
撃
能
力
を
付
与
さ
れ
ま
す
。

最
新
鋭
大
型
ミ
サ
イ
ル
の
格
納
が
行
わ

れ
る
比
与
宇
（
ひ
よ
う
）
弾
薬
庫
。
自

衛
艦
隊
司
令
部
、
潜
水
艦
隊
司
令
部
、

掃
海
隊
群
司
令
部
な
ど
司
令
部
機
能
を

統
合
し
た
作
戦
セ
ン
タ
ー
の
新
設
な
ど
、

全
て
が
中
国
侵
略
戦
争
に
向
け
た
基
地

機
能
強
化
で
す
。

横
須
賀
の
幹
線
道
路

16
号
線
で
は
、

日
常
的
に
、
自
衛
隊
車
両
、
民
間
車
両

が
数
台
も
連
な
っ
て
武
器
、
弾
薬
の
輸

送
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

11
月
労
働
者
集
会
を
反
戦
集
会
と
し

て
、
万
の
結
集
を
作
り
出
し
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
横
須
賀
の
反
戦
・
反
基
地
闘

争
の
復
権
に
よ
っ
て
中
国
侵
略
戦
争
を

と
め
ま
し
ょ
う
。

12
月
３
日
、
大
行
進
横
須
賀
が
主
催

し
て
反
戦
集
会
と
デ
モ
を
行
い
ま
す
。

全
国
か
ら
の
結
集
を
呼
び
か
け
ま
す
。

と
も
に
闘
い
ま
し
ょ
う
！
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１
．
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
は
危
機
に

立
つ
米
帝
の
対
中
国
侵
略
戦
争
へ

の
の
め
り
込
み
を
促
進

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
は
、
米
帝
（
Ｅ
Ｕ

帝
）
の
「
武
器
支
援
」
＝
実
質
的
参
戦

国
化
に
よ
り
泥
沼
化
・
長
期
化
し
、
追

い
詰
め
ら
れ
た
ロ
シ
ア
・
プ
ー
チ
ン
政

権
は
ま
す
ま
す
絶
望
的
で
凄
惨
な
市
街

地
へ
の
攻
撃
を
拡
大
、
世
界
戦
争
（
核

戦
争
）
へ
の
転
化
も
し
か
ね
な
い
情
勢

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
情
勢
を
も
た

ら
し
た
も
の
は
、
米
帝
の
没
落
・
新
自

由
主
義
の
最
後
的
破
綻
で
す
。
米
帝
は

中
国
を
叩
き
潰
す
以
外
に
生
き
残
れ
な

い
と
考
え
、
ま
ず
は
ロ
シ
ア
を
戦
争
に

引
き
ず
り
込
む
こ
と
で
、
中
露
間
を
分

断
し
、
中
国
を
孤
立
さ
せ
た
上
で
叩
き

潰
す
戦
略
を
構
想
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
本
質
で
あ
り
、

新
自
由
主
義
の
崩
壊
的
危
機
に
立
つ
米

帝
の
対
中
国
侵
略
戦
争
へ
の
の
め
り
込

み
を
促
進
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、

労
働
者
階
級
の
国
際
連
帯
と
反
戦
・
反

核
闘
争
で
こ
の
戦
争
を
阻
止
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

２
．
中
国
は
「
国
際
秩
序
を
変
え

る
能
力
と
意
図
を
持
ち
、
そ
の
た

め
の
よ
り
大
き
な
経
済
力
、
外
交

力
、
軍
事
力
を
持
っ
て
い
る
唯
一

の
競
争
相
手
」

バ
イ
デ
ン
政
権
が
２
０
２
１
年
３
月

に
発
表
し
た
国
家
安
全
保
障
戦
略
暫
定

指
針
（
以
下
「
暫
定
指
針
」
と
い
う
）

に
お
い
て
、
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
と
欧

州
地
域
に
お
け
る
米
軍
の
プ
レ
ゼ
ン
ス

を
最
重
視
す
る
方
針
を
表
明
し
、
特
に
、

中
国
に
つ
い
て
、
「
安
定
し
開
か
れ
た

国
際
シ
ス
テ
ム
に
対
し
て
持
続
的
に
挑

戦
す
る
能
力
を
秘
め
た
唯
一
の
競
争
相

手
」
と
位
置
づ
け
、
長
期
的
に
対
抗
し

て
い
く
考
え
を
示
し
た
こ
と
で
も
明
ら

か
で
す
。
ま
た
、
こ
の
考
え
は
２
０
２

２
年

10
月

12
日
に
公
表
さ
れ
た
「
国

家
安
全
保
障
戦
略
」
に
お
い
て
も
、
➀

ロ
シ
ア
は
、
「
今
日
の
国
際
秩
序
の
基

本
法
を
無
責
任
に
損
ね
、
自
由
で
開
か

れ
た
国
際
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
直
接
的

な
脅
威
と
な
っ
て
い
る
」
、
➁
中
国
は

「
国
際
秩
序
を
変
え
る
能
力
と
意
図
を

持
ち
、
そ
の
た
め
の
よ
り
大
き
な
経
済

力
、
外
交
力
、
軍
事
力
を
持
っ
て
い
る

唯
一
の
競
争
相
手
」
と
重
ね
て
明
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
よ
り
鮮
明
に
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

３
．
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
は
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
の
東
方
拡
大
が
元
凶

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
つ
い
て
は
、
日

帝
・
岸
田
政
権
や
野
党
、
マ
ス
コ
ミ
も

含
め
て
ロ
シ
ア
非
難
一
色
に
染
め
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
東
欧
に
お
い
て
一

貫
し
て
戦
争
を
挑
発
し
て
き
た
の
は
米

帝
（
と
Ｅ
Ｕ
諸
国
帝
）
で
す
。
「
前
進
」

（
３
２
３
９
号
・
２
０
２
２
年
４
月

11

日
付
）
「
戦
争
の
元
凶
は
帝
国
主
義
だ

反
帝
・
反
ス
タ
世
界
革
命
の
み
が
世

界
戦
争
・
核
戦
争
阻
止
す
る
道
」
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

同
紙
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
、
「
ソ
連

の
侵
略
に
対
抗
す
る
」
と
い
う
口
実

の
も
と
、
帝
国
主
義
諸
国
の
軍
隊
の

中
で
圧
倒
的
・
絶
対
的
な
実
力
を
も

つ
米
軍
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
に
展
開

す
る
こ
と
を
法
制
度
的
に
可
能
と
す

る
も
の
と
し
て
、
「
１
９
４
９
年
に

結
成
さ
れ
た
巨
大
軍
事
同
盟
」
で
あ

り
、
「
日
米
安
保
条
約
と
並
ん
で
、

米
帝
を
基
軸
と
す
る
帝
国
主
義
戦
後

世
界
体
制
の
最
も
重
要
な
軍
事
的
支

柱
を
な
し
て
き
た
」
。
「
米
帝
（
と
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
）
は
、
「
『
緩
衝
地
帯
』
と
さ
れ
て

き
た
東
欧
諸
国
を
次
々
と
加
盟
さ
せ
た
。

99
年
か
ら
２
０
２
０
年
ま
で
の
５
次
に

お
よ
ぶ
東
方
拡
大
で
加
盟
国
は

16
カ

国
か
ら

30
カ
国
へ
と
膨
張
」
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
東
方
拡
大
は
極
め
て
暴

力
的
で
犯
罪
的
な
人
民
虐
殺
の
侵
略
戦

争
を
伴
い
、
「
１
９
９
９
年
の
旧
ユ
ー

ゴ
ス
ラ
ビ
ア
へ
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
の
空
爆

で
は
、
78
日
間
で
総
計
１
万
回
以
上
も

の
爆
撃
が
行
わ
れ
、
民
間
人
だ
け
で
死

者
１
５
０
０
人
以
上
、
負
傷
者
は
５
千

人
以
上
に
達
し
、
１
５
０
万
人
が
避
難

民
と
な
っ
た
。
ま
た
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
側
が
認

め
た
だ
け
で
も
約
３
万
１
千
発
も
の
劣

化
ウ
ラ
ン
弾
が
使
用
さ
れ
、
想
像
を
絶

す
る
放
射
能
汚
染
が
広
が
っ
た
。
２
０

4



０
１
年
以
降

20
年
に
わ
た
る
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
侵
略
戦
争
に
も
参
戦
し
た
。

そ
れ
ら
は
、
バ
イ
デ
ン
や
岸
田
が
ロ
シ

ア
を
非
難
し
て
言
う
『
戦
争
犯
罪
』

『
力
に
よ
る
現
状
変
更
』
以
外
の
な
に

も
の
で
も
な
か
っ
た
」
と
そ
の
歴
史
的

背
景
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
現
在
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ジ
ョ
ー

ジ
ア
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス
ェ
ー
デ
ン

の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
と
い
う
攻
撃
が
突
き

付
け
ら
れ
る
に
及
ん
で
、
ロ
シ
ア
・
プ
ー

チ
ン
は
完
全
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
ウ
ク

ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
た
の
で
す
。

４
．
中
国
へ
の
米
帝
の
戦
争
挑
発

「
ク
ア
ッ
ド
」
と
「
Ａ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ

（
オ
ー
カ
ス
）
」
そ
し
て
「
台
湾
政

策
法
案
」
の
可
決

東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
米
帝
バ
イ
デ
ン

政
権
は
、
ペ
ロ
シ
下
院
議
長
の
台
湾
訪

問
を
強
行
し
、
さ
ら
に
「
台
湾
政
策
法

案
」
を
米
上
院
外
交
員
会
が
９
月

14

日
に
可
決
し
ま
し
た
。
従
来
の
「
一
つ

の
中
国
」
政
策
か
ら
大
転
換
し
、
台
湾

を
「
一
つ
の
国
」
と
見
な
す
も
の
で
中

国
侵
略
戦
争
の
表
明
に
ほ
か
な
り
ま
せ

ん
。
事
実
、
バ
イ
デ
ン
は
９
月

18
日

に
米
Ｃ
Ｂ
Ｓ
の
番
組
で
、
「
台
湾
が
攻

撃
さ
れ
た
場
合
米
軍
が
台
湾
を
守
る
か
」

と
の
質
問
に
対
し
「
イ
エ
ス
」
と
答
え

て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
９
月
、
日
本
・
米
国
・

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
イ
ン
ド
の
４
ヵ
国

が
「
ク
ア
ッ
ド
」
（
日
米
豪
印
戦
略
対

話
）
を
設
立
。
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ

ン
ド
太
平
洋
」
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

を
確
認
し
、
同
月
、
米
国
・
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
・
英
国
の
３
ヵ
国
は
、
イ
ン
ド

太
平
洋
地
域
に
お
け
る
外
交
、
安
全
保

障
、
防
衛
の
協
力
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
新
た
な
安
全
保
障
協
力
の
枠

組
み
と
な
る
「
Ａ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
（
オ
ー
カ

ス
）
」
（
軍
事
同
盟
）
＝
「
ア
ジ
ア
版
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｏ
」
の
設
立
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
版
防
衛
白
書
に
は
「
主
な

日
米
共
同
訓
練
の
実
績
」
と
し
て
、
２

０
２
１
年
度

に
大
小
の
日

米
共
同
訓
練

が
、
陸
海
空

自
に
よ
り
そ

れ
ぞ
れ
毎
月
、

数
回
、
日
本

海
、
沖
縄
周

辺
、
東
中
国

海
（
東
シ
ナ

海
）
、
南
中

国
海
（
南
シ

ナ
海
）
、
イ

ン
ド
洋
、
グ

ア
ム
西
方
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
北
方
な
ど
で
繰
り
返

し
て
い
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
米
帝
は
、
空
母
「
カ
ー
ル
・
ヴ
ィ

ン
ソ
ン
」、「
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
・
リ
ン
カ
ー

ン
」
、
「
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
」
、
強

襲
揚
陸
艦
「
ア
メ
リ
カ
」
、
「
エ
セ
ッ
ク

ス
」
、
ド
ッ
ク
型
揚
陸
艦
「
パ
ー
ル
・

ハ
ー
バ
ー
」
、
「
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
」
、

「
グ
リ
ー
ン
・
ベ
イ
」
、
「
ア
シ
ュ
ラ
ン

ド
」
な
ど
の
主
力
艦
。
Ｂ
―
52
戦
略
爆

撃
機
、
最
新
鋭
の
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
Ｆ

―
35
Ａ
及
び
Ｂ
な
ど
が
参
加
、
圧
倒
的

な
軍
事
力
を
誇
示
し
て
、
中
国
を
挑
発

し
て
い
ま
す
。

今
年
に
入
っ
て
も
、
米
軍
だ
け
で
も

１
万
人
以
上
が
参
加
し
た
、
日
米
共
同

訓
練
「
ノ
ー
ブ
ル
・
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
２

０
２
２
」
が
２
月
３
～
７
日
に
小
規
模

部
隊
を
分
散
展
開
さ
せ
る
新
た
な
「
遠

征
前
方
基
地
作
戦
」
を
含
む
共
同
訓
練

を
、
沖
縄
の
宮
古
海
峡
付
近
な
ど
で
自

衛
隊
と
合
同
で
実
施
し
た
の
を
始
め
と

し
て
、
８
月
中
旬
か
ら
は
離
島
防
衛
を

想
定
し
た
日
米
共
同
訓
練
「
オ
リ
エ
ン

ト
・
シ
ー
ル
ド
」
が
行
わ
れ
ハ
イ
マ
ー

ス
が
奄
美
大
島
に
初
め
て
展
開
し
ま
し

た
。
ま
た
、
10
月
１
～

10
日
に
は
米

原
子
力
空
母
「
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
」

な
ど
が
参
加
し
て
日
本
海
を
含
む
日
本

周
辺
の
海
域
で
の
日
米
共
同
訓
練
が
行

わ
れ
る
な
ど
、
よ
り
一
層
活
発
な
戦
争

挑
発
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

政
府
・
野
党
を
含
む
既
成
の
政
治
勢

力
、
マ
ス
コ
ミ
は
、
盛
ん
に
中
国
の
軍

事
費
の
急
激
な
拡
大
（
そ
れ
で
も
米
軍

事
予
算
の
１
/
３
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
）

や
、
軍
事
力
の
強
化
、
日
本
海
や
南
中

国
海
で
の
中
国
軍
の
活
動
、
戦
略
ミ
サ

イ
ル
の
発
射
な
ど
を
取
り
上
げ
て
、

「
力
に
よ
る
現
状
変
更
」
で
あ
る
と
非

難
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は

上
記
の
よ
う
に
圧
倒
的
な
軍
事
力
を
展

開
し
て
「
力
に
よ
る
現
状
変
更
」
を
推

し
進
め
て
い
る
の
は
米
（
日
）
帝
で
あ

り
、
中
国
残
存
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
・
習

近
平
は
こ
れ
に
反
労
働
者
的
な
戦
争
政

策
を
も
っ
て
受
動
的
・
対
抗
的
に
対
応

し
て
い
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
そ
れ
自
体
、

許
せ
ま
せ
ん
が
、
戦
争
挑
発
の
元
凶
は

米
日
帝
に
あ
る
こ
と
は
明
白
で
す
。

５
．
戦
争
を
直
ち
に
終
わ
ら
せ
る

労
働
者
階
級
の
国
際
連
帯
・
反
戦

闘
争
を

帝
国
主
義
戦
争
を
終
わ
ら
せ
る
に
は
、

労
働
者
階
級
の
国
際
連
帯
に
よ
る
反
戦

闘
争
・
祖
国
敗
北
主
義
に
よ
っ
て
自
国

政
府
・
帝
国
主
義
（
及
び
中
ソ
残
存
ス

タ
ー
リ
ン
主
義
）
を
打
倒
す
る
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
革
命
以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
。

（
了
）
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戦
争
か
、
革
命
か

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
か
ら
８
ヵ

月
、
ク
リ
ミ
ヤ
併
合
か
ら
捉
え
れ
ば
８

年
超
。
す
で
に
泥
沼
化
し
て
い
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
戦
争
は
核
戦
争
の
危
機
に
世
界

を
引
き
ず
り
込
も
う
と
し
て
い
る
。
情

勢
は
全
労
働
者
民
衆
に
「
戦
争
か
、
革

命
か
」
、
と
い
う
こ
の
二
者
択
一
を
改

め
て
突
き
つ
け
て
い
る
。
誰
が
見
て
も

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
は
米
帝
（
Ｅ
Ｕ
）
対

ロ
シ
ア
（
中
国
）
の
全
面
戦
争
へ
の
道

を
進
ん
で
い
る
。

世
界
核
戦
争
の
危
機
と
、
米
帝
の

対
ロ
シ
ア
・
中
国
核
戦
争
戦
略

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
直
後
か

ら
戦
争
が
核
戦
争
へ
と
エ
ス
カ
レ
ー
ト

す
る
危
険
性
は
多
く
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

そ
れ
は
ロ
シ
ア
・
プ
ー
チ
ン
の
核
戦
略

ド
ク
ト
リ
ン
で
ロ
シ
ア
の
領
土
が
通
常

兵
器
に
よ
る
攻
撃
で
脅
か
さ
れ
る
事
態

に
は
核
兵
器
を
使
用
す
る
と
規
定
し
、

さ
ら
に
プ
ー
チ
ン
自
身
が
「
核
の
使
用
」

を
公
言
し
て
い
る
か
ら
だ
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
核
拡
散
防
止

条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会
議
は
８
月
、

核
兵
器
保
有
国
に
「
先
制
不
使
用
」
宣

言
を
促
し
た
が
、
そ
の
文
言
を
削
除
し

核
の
先
制
使
用
を
事
実
上
認
め
た
。
ま

た
米
帝
の
「
Ｎ
Ｐ
Ｒ
２
０
１
８
」
で
は
、

「
核
攻
撃
の
抑
止
は
核
兵
器
の
『
唯
一

の
目
的
』
で
は
な
い
」
と
断
言
し
、

「
究
極
の
状
況
」
で
は
核
を
使
用
す
る

と
し
た
。
「
究
極
の
状
況
」
と
は
、
核

に
よ
ら
な
い
重
大
な
戦
略
攻
撃
、
つ
ま

り
米
帝
や
同
盟
国
、
パ
ー
ト
ナ
ー
国
の

民
間
人
・
イ
ン
フ
ラ
に
対
す
る
攻
撃
、

核
戦
力
に
対
す
る
攻
撃
、
核
戦
力
の
指

揮
統
制
・
警
戒
・
攻
撃
評
価
能
力
に
対

す
る
通
常
兵
器
や
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
対

し
て
も
核
の
先
制
使
用
を
容
認
し
た
。

同
時
に
、
オ
バ
マ
大
統
領
が
任
期
末
に

検
討
し
た
「
核
の
先
制
不
使
用
（
Ｎ
Ｆ

Ｕ
）
」
に
つ
い
て
も
、
同
盟
国
や
パ
ー

ト
ナ
ー
国
へ
の
抑
止
と
安
心
を
担
保
す

る
上
で
、
現
在
米
帝
が
Ｎ
Ｆ
Ｕ
を
採
用

す
る
こ
と
は
正
当
化
さ
れ
な
い
と
核
の

先
制
不
使
用
を
排
除
し
た
。
バ
イ
デ
ン

も
こ
れ
を
引
き
継
い
で
い
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｒ
２
０
１
８
で
は
、
ロ
シ
ア
、

中
国
、
北
朝
鮮
、
イ
ラ
ン
の

4
ヵ
国

を
対
象
と
し
た
各
国
別
の
戦
略
を
明
記

し
て
い
る
。

ロ
シ
ア
に
つ
い
て
は
、
限
定
的
な
核

の
先
制
使
用
を
行
う
可
能
性
を
示
唆
し

て
い
る
。
つ
ま
り
ロ
シ
ア
は
状
況
を
エ

ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
で
、
最
終
的

に
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
望
ま
し
い
形
で
戦

争
を
終
結
す
る
戦
略
を
と
っ
て
い
る
と

分
析
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
米
帝
の

戦
略
核
３
本
柱
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
戦
術
核
、

英
仏
の
核
戦
力
を
組
み
合
わ
せ
た
「
核

と
通
常
戦
力
」
で
対
ロ
シ
ア
態
勢
を
維

持
す
る
と
し
て
い
る
。
要
す
る
に
米
帝

は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
ロ
シ
ア
が
核

を
使
用
す
る
と
分
析
し
て
い
る
の
だ
。

中
国
に
つ
い
て
は
、
米
帝
の
「
対
中

戦
略
は
い
か
な
る
限
定
的
な
核
使
用
で

あ
っ
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
中
国
が
有

利
と
な
る
と
中
国
指
導
部
に
誤
解
さ
せ

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
」
と
し
て
、

米
帝
は
「
核
・
非
核
の
侵
略
に
対
し
、

断
固
と
し
て
対
応
す
る
用
意
が
あ
る
」

と
明
記
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
米
帝
は

核
の
先
制
使
用
で
対
応
す
る
と
し
て
い

る
。ゼ

レ
ン
ス
キ
ー
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
・

南
部
４
州
併
合
後
の
攻
防
戦
の
過
程
で

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
対
し
ロ
シ
ア
へ
の
先
制
核

攻
撃
を
求
め
た
。

米
帝
の
核
戦
争
計
画
と
日
本
の
最

前
線
基
地
化

米
帝
は

10
月

15
日
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

戦
争
の
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

の
「
あ
り
得
る
シ
ナ
リ
オ
」
と
対
応
策

の
検
討
に
入
っ
た
。
現
情
勢
下
で
の
対

応
と
は
「
核
戦
争
計
画
」
の
具
体
化
だ
。

具
体
的
に
は
、
ロ
シ
ア
は
「
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
人
口
密
集
地
へ
の
核
攻
撃
は
命
令

せ
ず
」
と
「
分
析
」
し
て
い
る
が
、
ザ

ポ
リ
ー
ジ
ャ
原
子
力
発
電
所
へ
の
核
攻

撃
、
高
高
度
で
の
核
爆
発
な
ど
の
命
令

は
可
能
性
あ
り
と
し
て
い
る
。
米
帝
の

こ
の
分
析
が
具
体
的
に
起
こ
れ
ば
ロ
シ

ア
へ
の
先
制
核
攻
撃
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
米
帝
は
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ

サ
キ
へ
核
を
投
下
し
た
。

こ
れ
は
米
中
戦
争
を
見
据
え
て
も
、

む
し
ろ
対
中
軍
事
戦
略
と
し
て
も
米
帝

軍
事
力
の
維
持
・
強
化
と
い
う
必
要
性

か
ら
も
ロ
シ
ア
を
徹
底
的
に
た
た
き
つ

ぶ
す
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
「
Ｅ
Ａ
Ｂ

Ｏ
（
遠
征
前
方
基
地
作
戦
）
」
な
ど
米

軍
事
力
（
通
常
兵
器
）
に
よ
る
中
国
軍

事
力
の
第
一
列
島
戦
内
へ
の
封
じ
込
め

は
、
軍
事
的
に
は
相
当
、
無
理
が
あ
る
。
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通
常
兵
器
の
配
備
だ
け
で
は
不
可
能
で

あ
る
。

米
帝
は
Ｅ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の
主
力
部
隊
と
も

い
え
る
「
海
兵
沿
岸
連
隊
（
Ｍ
Ｌ
Ｒ
）
」

を
２
０
２
０
年
に
創
設
し
た
。
海
兵
隊

が
主
力
で
あ
る
。
同
連
隊
は
三
つ
の
部

隊
（
①
沿
岸
戦
闘
チ
ー
ム
（
Ｌ
Ｃ
Ｔ
）
、

②
沿
岸
対
空
大
隊
、
③
沿
岸
兵
站
大
隊
）

で
構
成
さ
れ
る
が
、
２
０
３
０
年
ま
で

に
戦
車
中
隊
を
排
除
し
、
テ
ィ
ル
ト
ロ
ー

タ
ー
（
オ
ス
プ
レ
イ
）
、
重
ヘ
リ
飛
行

隊
の
削
減
、
飛
行
中
隊
数
を
削
減
す
る
、

現
役
海
兵
隊
員
を
今
後
の

10
年
間
で

約
１
万
６
０
０
０
人
を
削
減
す
る
な
ど

の
新
構
想
計
画
が
出
て
い
る
。
削
減
さ

れ
た
一
部
は
ド
ロ
ー
ン
、
無
人
兵
器
の

配
備
に
転
換
す
る
（
「F

o
r
c
e

D
e
s
i
g
n

２
０
３
０
」
）
。
つ
ま
り
最
前
線
兵
力
の

削
減
で
あ
る
。

結
論
を
言
え
ば
、
米
海
兵
隊
な
ど
の

最
前
線
兵
力
の
削
減
は
核
戦
争
を
想
定

し
た
計
画
へ
の
舵
取
り
で
あ
る
こ
と
を

意
味
す
る
。
在
日
・
在
韓
米
軍
も
再
編

計
画
で
グ
ア
ム
基
地
な
ど
へ
後
退
配
備

が
進
ん
で
い
る
。
し
た
が
っ
て
米
帝
に

と
っ
て
沖
縄
・
南
西
諸
島
へ
の
自
衛
隊

の
最
前
線
配
備
と
日
本
全
土
の
「
不
沈

空
母
化
」
は
米
中
戦
争
に
不
可
欠
と
な

る
。バ

イ
デ
ン
は
「
国
家
安
全
保
障
戦
略

（
Ｎ
Ｓ
Ｓ
）
」
で
最
も
差
し
迫
っ
た
戦
略

的
課
題
と
し
て
「
権
威
主
義
的
な
統
治

と
修
正
主
義
的
な
外
交
政
策
を
重
ね
る

大
国
」
と
し
て
、
中
国
と
ロ
シ
ア
ン
へ

の
対
応
を
第
一
に
押
し
出
し
、
そ
の
た

め
に
日
帝
や
豪
州
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
な
ど
と

の
同
盟
強
化
を
「
最
も
重
要
で
戦
略
的

資
産
」
と
押
し
出
し
た
。
そ
の
中
身
が

日
米
軍
事
一
体
化
・
兵
器
・
通
信
・
情

報
の
共
通
化
、
日
本
全
土
の
「
最
前
線

基
地
化
」
だ
。
武
器
・
弾
薬
・
燃
料
の

兵
站
補
給
基
地
の
強
化
、
ミ
サ
イ
ル
配

備
と
核
配
備
計
画
が
２
プ
ラ
ス
２
協
議

の
下
、
水
面
下
で
激
し
く
進
行
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争

に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
「
補
給
・
兵
站
」

の
破
綻
が
プ
ー
チ
ン
の
軍
事
戦
略
の
破

綻
を
引
き
出
し
た
と
い
う
総
括
を
反
面

教
師
と
し
て
い
る
。

つ
ま
り
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
米
中
戦

争
に
お
け
る
「
日
米
の
軍
事
と
協
力
態

勢
の
具
体
的
強
化
」
が
喫
緊
の
課
題
と

し
て
急
浮
上
し
た
と
い
う
こ
と
。
米
軍

は
現
在
、
イ
ン
ド
太
平
洋
で
対
中
戦
争

へ
む
け
部
隊
を
再
編
・
分
散
さ
せ
る
戦

略
を
推
進
し
て
い
る
。
核
戦
争
計
画
の

一
方
で
、
分
散
戦
略
は
補
給
体
制
の
複

雑
さ
が
増
し
、
そ
の
解
決
策
の
具
体
的

態
勢
の
早
期
構
築
が
課
題
に
挙
が
っ
た

と
い
う
こ
と
だ
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を

見
る
ま
で
も
な
く
、
「
兵
站
・
補
給
態

勢
」
の
「
確
立
と
維
持
」
が
戦
況
を
大

き
く
左
右
し
、
勝
敗
を
決
す
る
の
が
戦

争
の
常
で
あ
る
。
対
中
戦
争
に
向
け
米

帝
が
日
米
連
携
・
一
体
化
の
強
化
に
動

き
出
し
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
だ
。

米
海
兵
隊
総
司
令
官
・
デ
ビ
ッ
ド
・

バ
ー
ガ
ー
は
４
月
、
訪
問
先
の
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
の
教
訓
と
し
て
、
「
補
給
・
補
給
・

補
給
だ
！
」
と
補
給
体
制
の
重
要
性
を

真
っ
先
に
繰
り
返
し
た
。
戦
端
が
開
け

ば
「
（
部
隊
が
）
ど
れ
ぐ
ら
い
遠
く
に
、

ど
れ
ぐ
ら
い
早
く
行
け
る
か
を
左
右
す

る
。
補
給
は
最
後
に
計
画
す
る
も
の
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
強
調
し
力
説

し
た
が
、
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
で
は
い

ま
だ
確
立
で
き
て
い
な
い
現
実
を
認
め

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

「
高
度
な
ハ
イ
テ
ク
兵
器
」
は
弾
薬

や
燃
料
が
不
足
す
れ
ば
兵
器
は
無
用
の

長
物
と
化
す
。
「
完
璧
な
作
戦
計
画
」

が
あ
っ
て
も
兵
士
に
食
料
が
届
か
な
け

れ
ば
「
士
気
が
下
が
り
作
戦
の
実
行
」

は
危
機
に
陥
る
。
最
も
戦
争
に
「
大
義
」

と
「
正
義
」
が
な
け
れ
ば
「
士
気
」
は

下
が
る
。
そ
れ
が
今
の
ロ
シ
ア
兵
だ
。

高
額
の
傭
兵
も
戦
況
が
不
利
に
な
れ
ば

士
気
は
落
ち
、
逃
走
す
る
。
そ
の
意
味

で
一
般
的
に
は
「
侵
略
す
る
側
」
と

「
侵
略
さ
れ
る
側
」
の
士
気
は
対
極
に

あ
る
と
も
い
え
る
。
ロ
シ
ア
軍
は
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
首
都
キ
ー
ウ
（
キ
エ
フ
）
ま

で

15
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
迫
っ
た

が
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
サ
イ
バ
ー

や
宇
宙
に
戦
闘
領
域
が
広
が
り
戦
闘
の

ハ
イ
テ
ク
化
が
進
む
な
か
で
も
、
「
戦

闘
の
基
本
」
で
あ
る
「
補
給
体
制
の
重

要
性
」
を
浮
き
彫
り
に
し
た
と
し
て
今
、

米
帝
は
在
日
米
軍
基
地
へ
の
燃
料
・
武

器
・
弾
薬
・
物
資
の
補
給
を
強
化
し
始

め
て
い
る
。

海
兵
隊
は
「
Ｅ
Ａ
Ｂ
Ｏ
（
遠
征
前
線

基
地
作
戦
）
」
と
呼
ば
れ
る
戦
略
を
進

め
て
い
る
。
戦
端
が
開
け
ば
離
島
や
沿

岸
部
に
分
散
し
て
「
臨
時
基
地
を
設
営
」
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し
、
対
艦
ミ
サ
イ
ル
発
射
や
防
空
、
情

報
収
集
な
ど
の
拠
点
と
す
る
。
同
じ
拠

点
に
は
短
期
間
し
か
滞
在
せ
ず
に
別
の

離
島
な
ど
に
移
動
し
て
新
た
な
拠
点
を

つ
く
る
。
「
俊
敏
に
移
動
」
し
な
け
れ

ば
敵
の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
の
対
象
に
な
る

の
は
必
定
。
分
散
戦
略
は
進
め
ば
進
む

ほ
ど
に
補
給
体
制
の
難
度
は
増
す
。
多

数
の
地
点
に
部
隊
が
分
散
す
れ
ば
、
そ

れ
に
合
わ
せ
て
「
弾
薬
や
燃
料
」
、
「
食

料
」
を
供
給
す
る
頻
度
や
補
給
先
が
増

え
、
か
つ
複
雑
に
な
る
。
一
段
と
緻
密

な
補
給
・
兵
站
体
制
を
確
立
し
、
機
能

し
な
け
れ
ば
分
散
し
た
部
隊
は
壊
滅
す

る
か
敗
走
す
る
。

中
国
が
保
有
す
る
ミ
サ
イ
ル
も
大
量

で
精
度
が
上
が
っ
て
い
る
。
米
軍
は
制

空
権
や
制
海
権
を
確
保
し
な
け
れ
ば
補

給
作
戦
と
そ
の
活
動
は
成
立
し
な
い
。

米
本
土
か
ら
の
補
給
は
、
艦
船
が
米
西

海
岸
か
ら
北
東
ア
ジ
ア
へ
移
動
す
る
時

間
は
３
週
間
を
要
し
、
前
線
に
接
近
し
、

中
国
の
ミ
サ
イ
ル
の
射
程
内
に
入
れ
ば

た
だ
ち
に
標
的
と
な
る
。
こ
れ
は
米
議

会
で
も
前
提
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い
る
。

米
空
母
も
例
外
で
は
な
い
。
前
線
に
接

近
で
き
な
い
可
能
性
も
高
く
な
る
。

「
米
国
は
海
に
お
け
る
明
確
な
優
位
性

を
失
っ
て
き
て
お
り
、
重
大
な
状
況
や

緊
急
時
に
は
米
国
は
日
本
な
ど
の
同
盟

国
に
よ
る
補
給
支
援
の
拡
大
を
必
要
と

し
て
い
る
」
（
米
ハ
ド
ソ
ン
研
究
所
）

と
い
う
こ
と
だ
。
だ
が
、
果
た
し
て
可

能
か
。

日
米
は
１
月
の
外
務
・
防

衛
担
当
閣
僚
協
議
（
２
プ
ラ

ス
２
）
後
の
共
同
文
書
で
台

湾
有
事
を
念
頭
に
「
緊
急
事

態
に
関
す
る
共
同
計
画
作
業

の
確
固
た
る
進
展
」
を
明
記

し
た
。
日
米
の
軍
事
一
体
化

と
日
帝
の
兵
站
・
補
給
の
全

面
的
協
力
、
日
帝
の
参
戦
な

く
し
て
台
湾
有
事
―
米
中
戦

争
は
成
り
立
た
な
い
、
と
い

う
危
機
感
に
米
帝
は
追
い
込

ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
米
帝
は
そ
の
対
策
と

し
て
日
米
（
韓
）
軍
事
訓
練
を
日
に
数

か
所
の
規
模
で
実
施
し
、
平
時
か
ら
日

本
で
燃
料
・
兵
器
の
備
蓄
を
増
や
す
、

と
し
て
い
る
。
反
戦
・
反
基
地
闘
争
の

全
国
的
展
開
で
、
戦
争
と
核
戦
争
計
画

を
、
断
固
、
阻
止
し
よ
う
！

改
憲
と
軍
拡
に
突
進
す
る
岸
田
政

権
を
実
力
で
打
倒
し
よ
う

円
が
一
時
１
５
０
円
に
急
落
（
20
日
）
。

貿
易
赤
字

11
兆
円

75
億
円
。
上
半
期

の
赤
字
と
し
て
は

79
年
度
以
降
で
最

大
の
事
態
だ
。
こ
れ
ま
で
の
最
大
の
赤

字
は
２
０
１
３
年
度
下
半
期
の
８
兆
７

６
０
１
億
円
。
22
年
度
全
体
で
も

13

年
度
の

13
兆
７
５
６
４
億
円
を
大
幅

に
超
え
、
最
大
を
更
新
す
る
の
は
確
実

の
事
態
だ
。
金
利
を
上
げ
て
も
日
帝
は

別
の
ジ
レ
ン
マ
に
陥
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ

戦
争
と
円
安
で
物
価
の
上
昇
に
歯
止
め

が
か
か
ら
な
く
な
る
。
物
価
上
昇
に
よ

る
労
働
者
民
衆
の
負
担
に
加
え
、
円
安

が
こ
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
、
21
年
度
比

で
家
計
負
担
は
平
均
で
約
８
万
６
０
０

０
円
増
（
ミ
ズ
ホ
リ
サ
ー
チ
＆
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
ズ
試
算
）
と
な
る
。
こ
れ
は
シ

ン
グ
ル
マ
ザ
ー
や
低
所
得
者
層
に
は
さ

ら
に
負
担
が
増
加
す
る
構
造
で
生
き
て

い
け
な
い
と
こ
ろ
に
追
い
込
ま
れ
る
こ

と
を
示
す
。
２
年
連
続
で
女
性
の
自
殺

が
増
加
し
て
い
る
。
他
方
、
ロ
シ
ア
国

内
で
、
世
界
で
、
女
性
の
反
戦
決
起
が

爆
発
し
て
い
る
。
戦
争
の
時
代
は
、
特

に
女
性
と
子
供
に
犠
牲
と
矛
盾
が
集
中

す
る
。
資
本
主
義
・
帝
国
主
義
な
ど
社

会
に
根
差
す
女
性
差
別
へ
の
怒
り
の
爆

発
だ
。
性
暴
力
に
対
す
る
自
衛
隊
内
の

女
性
兵
士
の
怒
り
の
決
起
。
こ
れ
も
同

様
だ
。
怒
り
は
行
動
と
し
て
爆
発
す
る
。

岸
田
は
年
末
「
安
保
３
文
書
」
の
改

定
を
強
行
し
、
米
中
戦
争
参
戦
へ
「
あ

ら
ゆ
る
選
択
肢
を
排
除
せ
ず
、
防
衛
力

を
抜
本
的
に
強
化
す
る
」
と
明
言
し
て

い
る
。
全
土
基
地
化
、
核
の
共
有
・
配

備
は
も
と
よ
り
、
文
言
か
ら
す
れ
ば
日

帝
独
自
の
核
保
有
も
含
ま
れ
て
い
る
。

一
切
は
日
帝
支
配
階
級
と
労
働
者
階
級

民
衆
の
力
関
係
が
決
す
る
。

米
帝
の
「
堅
固
な
同
盟
国
」
英
帝
の

ト
ラ
ス
首
相
が
わ
ず
か

1
ヶ
月
で
辞

任
に
追
い
込
ま
れ
た
。
米
帝
バ
イ
デ
ン

の
没
落
も
加
速
す
る
。
世
界
の
労
働
者

の
国
際
連
帯
を
強
化
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

戦
争
―
世
界
核
戦
争
を
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

世
界
革
命
で
阻
止
し
よ
う
！
世
界
各
国

で
自
国
の
支
配
階
級
を
実
力
で
打
倒
す

る
反
帝
国
主
義
・
反
ス
タ
ー
リ
ン
主
義

革
命
運
動
を
拡
げ
よ
う
！
チ
ャ
ン
ス
だ
！

11
・
６
国
際
労
働
者
集
会
へ
総
結
集
し

よ
う
！
世
界
か
ら
！
と
も
に
進
撃
し
よ

う
！
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（
電
子
署
名
サ
イ
ト
よ
り
）


